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18高教職第 330=
平成 18年 6月 23日

高知県教育委員会事務局教職員惧

人事企画担当 構瀬 百森

TELi088-821-4568
FAX1088-821-4558

各県士学校長 薇

高知県教市長

健康診断受鯵に榛る服務及び病気体眼の取扱いについて (通知)

平成 18年 3月 30日 付け 17高福利第 306=及 び平成 18年 6月 19日 付け18高福利第 73

=に
より 新たに県立学校職員の健康診断の実施要項の健診内容に『子官がん 乳膜検診J力

'道
力,さ

れました

つきましては '1紙のとおり「第1 腱庫診断に係る11務についてJの 「1 肛務取,基準]の表

の検診区分に当嵌移 を力1えましたので通知しま九

■所属の職員に周知を図るとともに 適正な事務処理をしてください

なお 職員が病気休喉を請求する場合については 従前のとおりで九
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=1紙

健康診断に係る晨務について

服務取扱茎準

検診区分 一次校診 再検査 椰名検査 要治症者

擁月時健康診断 賊務

(注 1)
賊務専念義務の発

除

(注 3)

左記検診のI.・ 果

治彙を要すると診断

された者 (病 名が確
定した者)力嘔 療機

関を受診す る場合
は 病気体暇又は年

次有給休暇で対応す

るものとする

定期健民診断

(―肛健診 胸部X線校診及び胃検勃

子宮がん ■線検診

(高知県立学校繊員の健康診断の実施要

項に定めるもの)

人間ドンク等 人間 ドック 特別体曖

(注 2)脳 ドンク

帰人検診
「,じ と体の健康IFり J

(TI.ト ータルベルスプ
ロモーシ ョン)

VDT検診 一次検診 (注 4) 臓務

二次検診 職 務

特殊健康診断

(高知県立学校職員の健康診断の実施要

項に定めるもの)

職 務

第 1

l

注1済部X線検診については 各宰餃が契約 した饉燎機関で行 う直接線影までを瞑務 とする

注2 '公立学校風員の動務時間 十 日及び体暇に関する規11●成 0年人事委員会規則第
``う

),第

定める特:l体瑕

12粂第 1項の妻 (DIこ

「厚生に関する計画の実施さ,「晨務に事念する腱務の特例に関する条例 (昭和 28年条傷第 ,号)J第 2桑第 2■に規定する

に参加する場合Jに餃当するものとして 義務に専念する義務を免除する

こ
`間

診嘉判定による

2 精密検査等に係る職務専念義

"免
除の手続きについて

(1)採用峙撻康診断 定期健康診 tFt又 は人間 ドック等の一次検診の結果 精密検査等を受診するよう指示

された薇員が 勤務日に精密校査等を受けようとする場合には 職3専念義務免除の手維きを取ること

な長は 職務専念義務免除の承認手続きの後 哺 務専念壺務見藍承認申講書Jの写しを福利課に提

出すること

(2)職務専念義務を免除する時間は 横診及び結果聴取に必要な時F.3と し 診療機関への往復時間も合む

ものとする

(3)薇務専念義務を免薩され 精密検査等を受診した職員は 受診後すみやかに福利裸^結果を報告する

こと.

3 注意事項

(1)特別休暇により人間 ドック●を受診する場合又は薇務専念義務を発除され精密検査等を受診する場合

は 鴨務でないことから 旅交を支給しない

(2)上記の服務取扱いは 総括衛生管理者が実施する健康診断及び人間 ドック等の受診 と受診後の精密横

査等について適用するものであり 職員が自己の判断で医療機関を受診する場合には適用 されない

第2 病気体崚に係る事務手続について

1 病気体暇の期間が 61を超えない場合

(1)病気体暇を取得 した職員は出動後 連やかに医療機関の受診に保る書類を使長に提示すること

(2)(Dに 定める提示書類は 医療機関のレシー ト 桑表 診擁カー ド 初診時の共済組合員証の写 しなど

医療機関を受診 した日が判るものであること

(3)校長は 職員から当該書類が提示されたときは 書類に記霰されている受診 日等を確認するとともに

職員の健康状態を把握する視点からも 医師の診断 した疾病又は長傷の内容及び指定された療奏期間等

を取員に薇認すること

2 病気体暇の

"間
が 6日 を超える場合

(1)従前どお り医llの診断書を篠したうえて病気体暇を承認することとし に療機関のレシー ト等の提出

は必要 としない

(2)診断書については 職員のプライバシー^の配慮から 体嗅届 (承認願)と は別に保管すること

3 その他

病気ll暇期間の 「6日 ,には 退休 日及び休 日き含むものであること


